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グループホーム「ビアーズ館」 “移転日記” 

みなさま、いかがお過ごしでしょう

か。 
さて、かねてからお知らせしていた

ビアーズ館の引越しが昨年度ようや

く実現し、今年の２月より、仏生山町

にて名称も新たに、グループホーム

「コーポ・ビアーズ」として発足いた

しました。今回の移転は、事業内容自

体の様々な見直しをともなうもので

あっただけに、振り返ってみると、単

なる物理的な引越しを超えて、旧来の

入居者で一致協力のもと新しいグル

ープホームを生み出したとも言える

結果となりました。 
「資源の数自体が増えない単なる

引越しに予算を使うべからず」という

冷淡な見解に抗しながら実施した移

転計画は、多くの反省点を明らかにし

た一方で、今年度スタートする増設計

画を潤滑に進めるための準備活動と

して、当会にとって欠くべからざる経

験であったと今に思われます。連日の

ように、目指す事業の姿をめぐって熱

い議論が交わされた運営会議の記録

から、移転の経緯を簡単にご報告いた

します。 

ニーズレター 
（2005 年 春号） 

（発行）NPO 法人 

香川の精神保健福祉を考える会 
 

香川郡香川町川東下 
TEL&Fax ０８７－８１５－８１５７ 

 



 

- ２ - 

香川の精神保健福祉を考える会 （2005 年 春季号） 2005 年 5 月 15 日発行 

 
 
 新緑が目にまぶしく、ずいぶんと過ごしやすい季節になってきましたね。 
新しい始まりを期待してしまいますが。 ニーズレターをお読みいただいている

皆さんは、いかがお過ごしなのでしょうか？ 
 

さて、ビアーズ館の近況ですが・・・。 

 まず、ご報告として引越しが無事に終わりました。 
前回のニーズレターから少し期間があいたのでご心配

していた方もいるかもしれませんが。 
 ２月 4日に今までの花ノ宮町から仏生山町に引越しを
して、今までの共同住居からアパートに変わり個別に生

活するスタイルに変わりました。そのため、名前も一新

しようとコーポ･ビアーズに改名しました。ご報告が遅

くなりました。 
 メンバーも広くきれいな部屋で生活ができるようになり、今までより快適な生

活を手にすることができました。引越しの準備から新しい生活になれるまでメン

バー全員、大変な苦労がありましたが、多くの人に支えられながら、自分たちの

力で無事に引越しが終えられたことは、メンバーともども大きな達成感を得るこ

とができました。僕自身も何度もメンバーの優しさに助けられました。頼りがい

のあるたくましいメンバーでよかったって思いました。 
 メンバーからも「引越ししてよかった！」「前より生活しやすくなった」「より

自由な感じがします」という声が聞けてほんと移転してよかったと思いました。 
 

 さらに、新しいメンバーが増えたこともお知らせします。 
今回、アパートに変わったことにより、プライベートな空間が完全に個別化し

たことで、女性の方にも利用できるようになりました。そこで、以前よりビアー

ズ館で生活してみたいと思ってくれていた女性の方が新たにコーポ･ビアーズの

メンバーとして加わりました。 
 

 今年は、ほんと今の季節と同じような、新しいこと尽くめのコーポ・ビアーズ

です。たくさんお伝えしたいことがあるのですが、それはまた次のニーズレター

で期待を込めて続きにしたいと思います。次からは、「ビアーズ館通信」という

タイトルも、新しく変えてお伝えしたいと思います。 
（Ｓｈｕ）      

「ビアーズ館通信」⑤ 
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事務局より・・・ 担当者交替のごあいさつ 

◎（旧・事務局員  古川さん） 

 都合により、今月半ばで退職する事になりました。私

にとって精神保健福祉の分野は全くの未知な世界だっ

た為、こんなにもたくさん精神疾患の人がいることを知

らなかったし、ＮＰＯ法人という団体があることも知り

ませんでした。ここで学んだ事を次のステップに生かし、

新しい環境でもパワー全開で頑張ります。 
会員の皆様にはあまりお会いする機会がございませ

んでしたが、長い間ありがとうございました。支えてく

れているたくさんの人達に感謝しながら、毎日過ごした

いと思っています。 
それではお元気で。 

 
◎（新・事務局担当  乙黒さん） 
 新しく OFFICC の事務局に入ることになりまし
た、乙黒（おとぐろ）です。年齢５０代（６０に近

い）のおじさんです、 
趣味は旅行・カメラ・JAZZ・生まれは北海道・
苫小牧で育ちは愛知県・春日井市、高校卒業後、ト

ヨタ自動車に就職したが、数年後三流商社に転職し、

米国・台湾・日本をうろうろし、なぜか高松に転勤

になったところで、早期退職・・・・・ 
コーヒーが大好きで、高松で１番美味しいコーヒ

ーを見つけて茶店にコーヒーを飲みに行っていた

ら、なぜか？この会と出会い、事務局にいま

す？？？ 
時間がありましたら、ぜひお立ち寄りください、

お待ちしています。 
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活動カンパのお願いです！ 
会員の皆様には、日頃より当会の活動に物心両面からのご協力をいただき、ま

ことにありがとうございます。 

さて、発足以来、「ポストの数ほど」と夢抱いてきたグループホームの設置活

動について、今年度よりいよいよ、本格的に増設の計画を実行して行く予定です。

そこで昨年度、設置計画の予算見積もりを行った結果、認可のうえ補助を受け運

営を軌道に乗せるまでに要する立ち上げ諸経費は、現状では１単位のグループホ

ームあたり、ざっと１００万円近くなると考えられます。当会の恒常的な収益活

動は現グループホームの運営のみですが、利用者の負担を増額することは避けた

い一方で、会としてそれ以外の収益活動に取り組む余裕を作り出すことは現在難

しい状況にあります。 

そこで、ここはひとつ、会員の皆様を中心として当会の活動趣旨にご賛同くだ

さる方々に、広く資金協力を呼びかけさせていただくこととし、会員募集と資金

協力のご案内を同封させていただきます。ご覧になって、カンパや出資、どんな

形でも結構ですから、グループホームの立ち上げ資金集めに是非ご協力をお願い

いたします。 

地域の福祉資源の拠点を増やし、その点を結んで、線に・面に広げていくネッ

トワーク作りを通して、必ず皆様のご期待を無にしない成果を地域に還元して行

きたいとの覚悟に、どのスタッフも燃えています。お知り合いの方にも、どうぞ

声をおかけください。  

呼びかけを通じて、私たちの目指す活動を知っていただければ、その意味でも

非常に励みとなり、幸いに思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

＜振込口座＞ ※大変恐縮ですが、手数料のご負担をお願いします。 
 
【百十四銀行】 中央市場支店  店番２１３ 

普通預金 ０２５２０１７ 
特定非営利活動法人 香川の精神保健福祉を考える会 
理事長 岩佐 亜紀 

 
【郵便局】 ０１６７０－４－５５７６ 

特定非営利活動法人 香川の精神保健福祉を考える会 

◆正会員 年会費 3，000 円 ／ ◆賛助会員 年会費 2，000 円 


